
ゴゴボボウウ(野菜類の登録農薬も使用できる)
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トップジンＭ粉ＤＬ 1 7 3 ◎

フロンサイドＳＣ 29 21 3 ◎

ロブラール水 2 3 3 ◎

リゾレックス粉 14 *b 1 ◎

トリフミン水 3 1 3 ◎

オーソサイド水80 M4 14 5 ◎

ダコニール1000FL M5 1 5 ◎

ユニフォーム粒 4･11 *b 1 ◎

カスミンボルドー水 24・M1 14 3 ◎

バイデートＬ粒 1A 劇 *b 1 ◎ ◎

オルトラン水 1B 45 1 ◎

オルトラン粒 1B 75 1 ◎

スミチオン乳
＊ 1B 14 2 ◎ ◎

ダイアジノン粒５ 1B *c 1 ◎

ネキリエースＫ粒 1B 14 4 ◎

ネマトリンエース粒 1B *b 1 ◎ ◎

マラソン乳 1B 7 5 ◎

ラグビーＭＣ粒 1B *b 1 ◎

アグロスリン乳 3A 劇 14 5 ◎ ヒ

アディオン乳 3A 7 5 ◎ ヨ

ガードベイトＡ粒 3A *a 5 ◎

フォース粒 3A 劇 *c 1 ◎

アドマイヤーFL 4A 劇 7 2 ◎

*c 1 ◎

7 2 ◎

トランスフォームFL 4C 7 3 ◎

ノーモルト乳 15 7 4 ◎

アクセルFL 22B 1 3 ◎ ヒ

ウララＤＦ 29 7 2 ◎

プレオFL UN 7 2 ◎

ビーラム粒 - *d 1 ◎ ◎
＊:商品により適用害虫の登録内容が異なる。

*a:播種時～生育初期　*b:播種前　*c:播種時  *d:植付前
ヒ:ヒョウタンゾウムシ類　ヨ:ヨトウムシ

アドマイヤー１粒 4A
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ゴゴボボウウ(野菜類の登録農薬も使用できる)  

 

病害虫名 防除時期 防除方法 参考事項 
黒斑細菌
病 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを散布する。 
 Ｚボルドー(水)＊ 500倍 
 カスミンボルドー(水) 1000倍 

 
 
＊野菜類での登録 

黒斑病 播種前 
 

・多発畑では連作を避ける。  黒斑病は秋まきの幼
苗期に多発しやすい。 

 発生期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 オーソサイド水和剤80 800倍 

 春まきでは収穫期に
近い秋に発生する。 

 収穫時 ・発病茎葉は収穫時に集めて廃棄
する。 

 

うどんこ
病 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤を散布す
る。 
 トリフミン水和剤 1000倍 

 

黒あざ病 播種前 1.土壌消毒を行う(土壌消毒の項参
照)。 
2.次の薬剤を全面土壌混和する。 
 リゾレックス粉剤 40kg/10ａ 

 本病はリゾクトニア
菌による。 

アブラム
シ類 

生育期 ・発生を見たら次の薬剤のいずれ
かを、葉裏によくかかるように散
布する。 
 ウララＤＦ 2000～4000倍 
 マラソン乳剤 2000～3000倍 

 

ネキリム
シ類 

播種時から
生育初期 

・次の薬剤を散布する。 
 ガードベイトＡ(粒) ３kg/10ａ 

 

 生育期 ・次の薬剤を株元に散布する。 
 ネキリエースＫ(粒) ３kg/10ａ 

 

ゾウムシ
類 

生育期 ・次の薬剤を散布する。 
 ノーモルト乳剤 1000倍 

 

ネグサレ
センチュ
ウ・ネコ
ブセンチ
ュウ 

播種前 1.作付予定地で、前作物に寄生が
あったところでは土壌消毒する
(土壌消毒の項参照)。 
2.次の薬剤を播種溝に土壌混和す
る。 
 ネマトリンエース粒剤 
  20㎏/10ａ 
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